
 

 

  
「風邪をひいたら抗菌薬」というわけではありません！ 

 

 

抗菌薬は、細菌が増えるのを抑えたり、壊したり

する薬であり、感染症治療での要です。抗菌薬の

効かない菌が増えると感染症の治療がうまくいか

なくなります。 

現在、抗菌薬が効かない薬剤耐性の感染症の拡

がりが世界的な問題になっています。年間約 70

万人が死亡しています。新薬の開発は限られて

いるため、現在使用出来る抗菌薬を大切にする

必要があります。 

 

細菌もウイルスもとても小さな生物で

す。細菌はウイルスの 100～1000 倍

の大きさで、自分でエネルギーを作

ります。ウイルスは自分でエネルギ

ーを作り出せないので、他の生物を

利用して増えていきます。 

ほとんどの風邪の原因はウイルスで

す。抗菌薬は効果がありません。 
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そのためには、抗菌薬を正しく使うこ

と(服用すること)が大切です！ 

 

薬剤部だより 
 



 

 

～抗菌薬治療を受ける患者さまへ～

 

～入院患者様の抗菌薬の適正使用に向けて～ 

 

 

当院では抗菌薬適正使用支援チームを2018年4月に発足し、患者様へのより適切な感染症治療をチー

ムで支援しています。 

薬剤師は、チームの中核となりながら、薬剤耐性を防ぐために、適正な抗菌薬の選び方、より効果的な

使用方法など、感染症治療に関する薬剤情報提供を医師へおこない、感染症治療に取り組んでいます。 

 

  

そこで、ＡＳＴ（抗菌薬適正使用支援チーム）の登場です！！
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